
資料 3  

各学童の会長が使用する携帯電話の経費負担について 

 

（経過） 

平成 25年度監査 監事意見書における指摘事項があったため、また、6月理事会において原田学童から

の質問に対して執行部から「携帯所持の学童については『運営費』からの拠出である。携帯電話を所有せ

ずに個人携帯電話で連絡を行っている学童の中には、運営費を携帯電話代ではなく、おやつ代やイベント

費に充てる方が良いという考えの下に、会長や役員に費用弁償として通信費や雑費として計上している保

護者会もある。今年度の理事会で、必要性や予算等を精査した上で協議する」旨を回答したため、平成 26

年 8月 23日（土）の代表者会議において「各学童の状況について」把握したところである。 

 

平成 25年度監事意見 

「各学童の会長が使用する携帯電話について、その使用料金を学童運営費（法人負担）で支出されている

学童と、会長個人で負担している学童（個人負担）があり、取り扱いを統一する必要があると思われる」 

 

（協議内容） 

 各学童保護者会において、代表者会議で出された意見をもとに下記の点について協議していただき、そ

の結果を 12月理事会で持ち寄っていただく。 

① 学童所有の携帯電話の取扱いについては、取り扱いを統一し、法人負担とすべきである。 

② 現状のまま、各学童の実態に応じた対応で可とし、取り扱いを統一する必要はない。 

 

携帯電話の必要性について（代表者会議のまとめ） 

学童名 所持の有無 理由 緊急時対応 

二日市東 連絡係２台 

指導員１台 

学童３に固定電話がないため、携帯電話を使用している。

人数が多いため、緊急時の対応など（会長）個人携帯電

話での対応が難しい。 

一斉メール送信 

原田 なし 会長２名のやり取りに不便を感じている。最低２台は必

要と思うが、会費負担から考えると踏み込めない。 

一斉メール送信 

筑紫 会長２名 

（各 1台） 

会長２名が１台ずつ所有。滞納者督促対応などには便利

だが、保護者会欠席等の連絡先としての利用が主なので

１台でもよいと思われる。 

一斉メール送信 

二日市 なし 故障や紛失の際の補償問題や、（個人用と）２台持つのが

煩わしい。個人携帯電話では負担がかかるので事前に役

員に経費として渡すのはどうか。 

一斉メール送信 

阿志岐 なし 規模が小さく必要としない。役員間はメールやラインで

やり取りする。開所中は固定電話での対応で十分だが、

時間外や対外的な事項には携帯があった方が良い。 

電話連絡網 

一斉メール送信 

山口 なし ほとんどの連絡をラインで行っているので現状のままで

よい。 

電話、ライン 

一斉メール送信 

筑紫東 なし 役員が連絡を取り合う頻度が少なく必要性を感じない。

急ぎの時以外は指導員を通じて連絡している。 

一斉メール送信 



山家 なし 個人携帯利用を（金銭的にも）負担には感じない。携帯

電話代を負担できるほど運営費に余裕はない。 

一斉メール送信 

電話 

天拝 なし 個人携帯利用については気にしていない。通信費につい

ては 500円程度の図書券を渡すなどすればどうか。学童

と校庭の距離も近く必要性を感じない。 

一斉メール送信 

吉木 指導員 1台 学童から保護者への一斉メール、緊急時の連絡のため所

持。役員間は個人携帯でメールやラインを利用し、負担

には感じない。学童と校庭の距離が離れているため日常

の連絡ツールとしても使用している。 

一斉メール送信 

二北 なし 役員間はライン等で対応しているができるだけ個人負担

を避けたい。役員には年間 500円通信費として計上され

ているが絵本代等に寄付している。停電時は固定電話が

使用できないため必要と思う。滞納督促についても会長

個人携帯では抵抗がある。学童内でも検討するが個人名

での契約手続きや費用負担を考えると躊躇される。 

個人携帯 

学童の固定電話 

 

（今後の予定） 

 12月理事会で各学童からの意見を持ち寄っていただき、その取扱いについて協議する。 


